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交
通
政
策
担
当
部
長
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
交
通
も
考
え
ら
れ
る

が
、
継
続
性
や
採
算
性
の
検
証

が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
意
見

も
聞
き
段
階
的
に
進
め
た
い
。

伊
豆
山
土
砂
災
害
か
ら 

学

ん

だ

こ

と

問
　
盛
り
土
に
関
し
て
国
か
ら

の
調
査
依
頼
は
あ
っ
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　「
盛

土
に
よ
る
災
害
防
止
に
向
け
た

総
点
検
に
つ
い
て
」
と
い
う
依

頼
が
あ
り
、
点
検
と
結
果
報
告

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問
　
過
去
５
年
の
盛
り
土
の
届

け
出
件
数
と
、
届
け
出
の
な
い

事
例
が
あ
る
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
環
境

保
全
課
所
管
の
条
例
に
基
づ
く

安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

臼
井
　
照
人 

議
員

許
可
申
請
が
36
件
、
県
条
例
に

基
づ
く
許
可
申
請
が
１
件
、
農

業
委
員
会
所
管
の
要
領
に
よ
る

届
け
出
が
34
件
、
県
要
綱
に
よ

る
許
可
申
請
が
３
件
、
開
発
指

導
課
所
管
の
都
市
計
画
法
に
基

づ
く
開
発
許
可
が
１
１
６
件
、

無
届
け
が
２
件
で
あ
る
。

問
　
こ
の
中
に
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
開
発

に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

20
か
所
で
あ
る
。

問
　
盛
り
土
に
混
入
し
た
廃
棄

物
が
原
因
で
市
民
に
被
害
が
出

た
場
合
の
対
応
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
許
可
を
受
け
た
計

画
施
行
者
が
原
状
回
復
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
庁
内
で
盛
り
土
の
情
報
共

有
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
庁
内

で
連
携
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
成
29
年
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
課

を
設
置
し
て
か
ら
約
５
年
間
、

主
に
リ
ト
ア
ニ
ア
選
手
団
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
に
向
け
て
準
備
し

て
き
た
が
、
人
件
費
、
総
合
公

園
内
施
設
の
改
修
費
、
ひ
ら
つ

か
リ
ト
ア
ニ
ア
交
流
推
進
実
行

委
員
会
へ
の
負
担
金
、
リ
ト
ア

ニ
ア
訪
問
時
の
旅
費
、
こ
れ
ら

の
総
費
用
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
本
事
業
で
の

人
件
費
や
施
設
改
修
費
な
ど
の

総
額
は
、
29
年
度
以
降
で
約
９

億
１
８
５
３
万
円
で
あ
る
。

問
　
約
９
億
２
千
万
円
の
支
出

オ
リ
パ
ラ
事
業
に
９
億
円
及
び

子
供
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
問
う

端
　
文
昭 

議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る 

健
康
被
害
救
済
は

問
　
平
塚
市
予
防
接
種
健
康
被

害
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た

め
に
条
例
改
正
を
行
う
が
、
委

員
会
の
設
置
目
的
を
伺
う
。

市
長
　
予
防
接
種
法
に
基
づ
き

実
施
す
る
予
防
接
種
で
発
生
し

た
健
康
被
害
に
つ
い
て
、
医
学

的
見
地
か
ら
接
種
と
健
康
被
害

と
の
因
果
関
係
を
調
査
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

問
　
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
構

成
メ
ン
バ
ー
な
の
か
。

市
長
　
平
塚
市
医
師
会
の
医
師

４
人
、
平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

の
職
員
１
人
、
学
識
経
験
者
１

人
の
計
６
人
以
内
を
想
定
し
て

い
る
。

問
　
委
員
会
の
具
体
的
な
内
容

を
伺
う
。

市
長
　
接
種
に
係
る
過
失
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
因
果
関
係

が
認
め
ら
れ
る
人
を
迅
速
に
救

済
す
る
た
め
に
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
が
あ
る
。
制
度

に
対
す
る
請
求
が
あ
っ
た
場
合

に
、
委
員
会
が
資
料
収
集
や
病

理
解
剖
な
ど
の
実
施
に
つ
い
て

の
助
言
な
ど
を
行
う
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
は
、

子
供
も
含
め
て
制
度
の
対
象
と

な
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
予
防
接

種
法
の
臨
時
接
種
に
当
た
る
の

で
制
度
の
対
象
と
な
る
。

神
奈
川
大
学
移
転
問
題

問
　
移
転
に
係
る
庁
内
検
討
を

行
う
庁
内
対
策
連
絡
会
で
は
、

跡
地
の
利
活
用
に
関
す
る
具
体

的
な
内
容
は
決
定
し
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
大
学
と
し
て

何
ら
か
の
形
で
継
続
し
て
も
ら

う
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
が
、

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
決

定
し
て
い
な
い
。

問
　
大
学
側
と
副
市
長
と
の
面

談
は
行
わ
れ
た
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
令
和
３
年
度

は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
実
現

し
て
い
な
い
。

問
　
土
地
所
有
者
が
変
わ
っ
て

も
用
途
は
大
学
に
な
る
と
思
う

が
、
別
の
用
途
で
の
利
活
用
は

で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
平
塚

市
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区
計

画
運
用
基
準
で
教
育
文
化
・
研

究
型
と
い
う
類
型
に
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
原
則
的
に
は
学

校
の
み
の
利
活
用
に
な
る
。

問
　
大
学
側
と
早
急
に
情
報
共

有
を
行
い
、
進
展
を
図
る
べ
き

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
と
し
て

も
、
協
力
や
提
案
な
ど
、
で
き

る
こ
と
に
は
対
応
し
た
い
と
伝

え
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問
　
令
和
３
年
２
月
に
、
利
用

実
態
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改
正

が
行
わ
れ
バ
ス
が
減
便
さ
れ
た

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ 所 属 議 員

渡部 亮 議員 江口 友子 議員 府川 勝 議員

平
塚
市
役
所　
行
政
改
革

金
子
　
修
一 

議
員

市
内
学
校
給
食
の

野

菜

入

札

問
　
学
校
給
食
は
共
同
調
理
場

と
単
独
校
７
校
で
調
理
さ
れ
て

い
る
が
、
野
菜
の
納
入
に
つ
い

て
は
４
月
か
ら
入
札
と
な
っ

た
。
以
前
に
比
べ
、
選
定
方
法

は
ど
う
改
善
さ
れ
た
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
共
同
調
理
場

は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
21
小

学
校
分
を
一
括
の
見
積
り
合
わ

せ
で
毎
月
決
定
し
て
い
る
。
単

独
校
は
、
指
定
し
た
複
数
の
業

者
か
ら
月
ご
と
に
購
入
し
て
い

た
が
、
給
食
費
の
管
理
が
公
会

計
に
移
行
し
た
た
め
、
今
年
度

か
ら
は
市
の
契
約
規
則
に
基
づ

き
２
者
以
上
の
見
積
り
合
わ
せ

で
毎
月
決
定
し
て
い
る
。

問
　
９
月
は
何
者
が
参
加
し
た

の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
共
同
調
理
場

が
８
者
、
単
独
校
は
学
校
ご
と

に
違
い
、
２
者
か
ら
４
者
で
見

積
り
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

問
　
毎
回
２
者
で
あ
れ
ば
弊
害

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
多
く
の
参
加

が
望
ま
し
い
が
、
納
入
時
間
が

朝
早
い
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て

は
少
な
い
状
況
で
あ
る
。

問
　
業
者
間
で
話
し
合
い
が
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
情
報
提
供
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
対
応
は
し
た
の
か
。

学
校
教
育
部
長
　
情
報
提
供
は

あ
っ
た
が
、
聞
き
取
り
は
で
き

て
い
な
い
。

問
　
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
　
状
況
を
鑑
み
て
、
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
た
め
の 

コ
ロ
ナ
対
策

問
　
９
月
７
日
現
在
の
市
内
の

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
及
び
死
亡
者

数
、
市
民
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
率

を
伺
う
。
ま
た
、
救
急
搬
送
態

勢
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
感
染
者

の
累
計
は
２
９
０
２
人
、
死
亡

者
は
18
人
で
あ
る
。
接
種
率
は

１
回
目
が
55
・
84
％
、
２
回
目

が
43
・
98
％
で
あ
る
。
救
急
搬

送
は
、
長
時
間
受
け
入
れ
病
院

が
決
ま
ら
な
い
事
案
は
な
く
、

態
勢
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

問
　
学
校
で
感
染
者
が
発
生
す

る
と
、
接
触
者
の
把
握
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
。

学
校
教
育
部
長
　
保
健
所
に
報

告
し
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

一般
廃
棄
物
不
適
正

処
理
と
戸
別
収
集

問
　
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処

理
業
の
無
許
可
業
者
に
よ
る
回

収
広
告
な
ど
へ
の
対
策
と
、
市

民
へ
の
周
知
方
法
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
本
市
の
許
可
を
受

け
ず
に
回
収
し
て
い
る
業
者
に

は
厳
重
に
注
意
を
し
て
い
る
。

市
民
に
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

問
　
市
内
３
か
所
で
実
施
し
て

い
る
可
燃
ご
み
戸
別
収
集
の
今

後
の
実
施
予
定
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
夕
陽
ケ
丘
と
立
野

町
を
全
区
域
に
拡
大
し
、
新
た

に
追
分
を
追
加
す
る
。
そ
の
後

は
ご
み
の
量
や
地
勢
な
ど
を
考

慮
し
進
め
て
い
く
。

市
の
大
型
施
設
に 

お
け
る
市
民
の
利
便
性

問
　
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
内

に
市
民
の
集
い
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
を
要
望
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

都
市
整
備
部
長
　
市
民
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
随

所
に
確
保
し
て
い
る
。
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
な
ど
へ
机
・
椅

子
な
ど
を
配
置
す
る
ほ
か
、
子

育
て
世
代
の
た
め
に
授
乳
室
や

予
約
不
要
の
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も

設
け
る
。
幅
広
い
世
代
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
事
業
者
と

協
議
を
進
め
て
い
る
。

が
政
策
的
に
正
し
か
っ
た
か
ど

う
か
の
検
証
は
行
う
の
か
。

企
画
政
策
部
長
　
約
９
億
２
千

万
円
を
一
概
に
検
証
す
る
の
は

難
し
い
。
各
事
業
の
効
果
を
さ

ま
ざ
ま
な
面
か
ら
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
　
財
政
が
厳
し
い
時
代
に
オ

リ
パ
ラ
に
支
出
し
た
こ
と
を
疑

問
に
思
う
。
お
金
も
人
も
な
い

の
で
保
健
所
も
持
て
な
い
と

言
っ
て
い
る
平
塚
市
と
し
て

は
、
も
っ
と
有
効
な
活
用
法
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

市
長
　
今
の
状
況
に
お
い
て
は

リ
ト
ア
ニ
ア
と
の
交
流
事
業
が

無
駄
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
だ

が
、
将
来
に
向
け
て
大
変
有
意

義
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接 

種
に
は
慎
重
な
対
応
を

問
　
12
歳
か
ら
18
歳
を
対
象
に

夏
休
み
を
利
用
し
て
接
種
を

行
っ
た
が
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
日
本
人

の
12
歳
の
子
供
の
治
験
結
果
は

出
て
い
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
海
外
及
び
国
内
で
の

治
験
を
踏
ま
え
て
、
当
初
16
歳

以
上
で
薬
事
承
認
さ
れ
た
と
聞

い
て
い
る
。
年
齢
引
き
下
げ
に

つ
い
て
の
国
内
治
験
は
承
知
し

て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
治
験

で
安
全
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
接

種
対
象
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

問
　
厚
生
労
働
省
が
緊
急
避
難

的
に
特
例
承
認
し
た
も
の
で
、

正
式
承
認
で
は
な
い
。
同
社
の

治
験
は
２
０
２
３
年
ま
で
続
く

が
、
優
先
接
種
ま
で
し
て
12
歳

に
適
用
し
た
理
由
を
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
接
種
を
希
望
す
る
声

が
あ
り
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
12
歳
以
上
に
実
施
し
た
。

問
　
日
本
ワ
ク
チ
ン
学
会
は

「
拙
速
に
ワ
ク
チ
ン
政
策
を
進

め
た
こ
と
で
、
負
の
財
産
を
残

し
た
例
も
あ
る
。
開
発
さ
れ
た

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
に
つ
い
て

の
検
討
の
重
要
性
と
と
も
に
、

接
種
対
象
に
つ
い
て
は
十
分
考

え
る
必
要
が
あ
る
」
と
提
言
し

て
い
る
。
Ｂ
型
肝
炎
の
例
も
あ

る
。
子
供
の
10
年
か
ら
30
年
後

の
影
響
を
心
配
す
る
が
、
な
ぜ

欧
米
の
大
人
と
日
本
の
子
供
の

接
種
量
が
同
じ
な
の
か
。
ま

た
、
乳
児
や
幼
児
は
接
種
で
き

な
い
が
胎
児
に
は
よ
い
と
い
う

形
に
な
っ
て
い
る
。
妊
産
婦
は

接
種
し
て
も
大
丈
夫
な
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
担

当
部
長
　
国
に
お
い
て
専
門
家

が
治
験
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
日

本
の
子
供
も
同
じ
接
種
量
に
し

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
妊

産
婦
へ
の
接
種
は
、
当
初
厚
生

労
働
省
は
「
接
種
は
控
え
る
」

だ
っ
た
が
、
８
月
に
入
っ
て
接

種
の
方
向
に
動
い
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
市
役
所

及
び
総
合
公
園
駐
車
場
有
料
化

実
施
以
降
の
状
況
に
つ
い
て


